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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 10日 (2006.5.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 開 口 の 大 き さ が Ф ２ ５ μ ｍ 以 下 で あ る よ う な 微 細
な 開 口 か ら 記 録 液 体 を 吐 出 さ せ 、 被 記 録 体 に 付 着 さ せ て 記 録 を 行 う 液 体 噴 射 記 録 ヘ ッ ド に
使 用 す る 記 録 液 体 に お い て 、 該 記 録 液 体 は 微 粒 子 を 分 散 さ せ た 記 録 液 体 で あ る と と も
に 、

こ と を 特 徴 と す る 記 録 液 体 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 開 口 の 大 き さ が Ф ２ ５ μ ｍ 以 下
で あ る よ う な 微 細 な 開 口 か ら 記 録 液 体 を 吐 出 さ せ 、 被 記 録 体 に 付 着 さ せ て 記 録 を 行 う 液 体
噴 射 記 録 ヘ ッ ド に 使 用 す る 記 録 液 体 に お い て 、

Ф ２ ５ μ ｍ 以 下
で あ る よ う な 従 来 に は な い 非 常 に 微 細 な 開 口 を 用 い る 液 体 噴 射 記 録 ヘ ッ ド に 使 用

し て も 開 口 の 目 詰 ま り が な く 、 信 頼 性 が 向 上 す る と と も に 、 高 精 度 印 写 が 実 現 し 、 か つ 、
高 耐 水 性 ， 高 耐 光 性 に 優 れ た 高 画 質 印 写 を 可 能 と す る こ と に あ る 。

も し く は 開 口 面 積 が ５ ０ ０ μ ｍ 2 未 満

顔 料
そ の 顔 料 微 粒 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 下 限 を ０ .０ ３ μ ｍ と し 、 前 記 開 口 の 径 Ｄ ｏ に 対 す る

前 記 顔 料 微 粒 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 比 を Ｄ ｐ ／ Ｄ ｏ ≦ ０ .０ １ と な る よ う に し て 顔 料 微 微 子 の
大 き さ Ｄ ｐ の 上 限 を 決 め た

も し く は 開 口 面 積 が ５ ０ ０ μ ｍ 2 未 満

該 記 録 液 体 は 顔 料 微 粒 子 を 分 散 さ せ た 記 録
液 体 で あ る と と も に 、 そ の 顔 料 微 粒 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 下 限 を ０ .０ ３ μ ｍ と し 、 前 記 開 口
の 径 Ｄ ｏ に 対 す る 前 記 顔 料 微 粒 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 比 を Ｄ ｐ ／ Ｄ ｏ ≦ ０ .０ １ と な る よ う に
し て 顔 料 微 微 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 上 限 を 決 め 、 も し く は 開 口 面 積 が ５ ０ ０ μ
ｍ 2 未 満



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 開 口 の 大 き さ が Ф ２ ５ μ ｍ 以 下

で あ る よ う な 微 細 な 開 口 か ら 記 録 液 体 を 吐 出 さ せ 、 被 記 録 体 に 付 着 さ せ て 記 録 を 行 う 液
体 噴 射 記 録 ヘ ッ ド に 使 用 す る 記 録 液 体 に お い て 、 該 記 録 液 体 は 微 粒 子 を 分 散 さ せ た 記
録 液 体 で あ る と と も に 、

こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 開 口 の 大 き さ が Ф ２ ５ μ ｍ 以 下
で あ る よ う な 微 細 な 開 口 か ら 記 録 液 体 を 吐 出 さ せ 、 被 記 録 体 に 付 着 さ せ て 記 録 を 行 う 液 体
噴 射 記 録 ヘ ッ ド に 使 用 す る 記 録 液 体 に お い て 、

た の で 、 Ф ２ ５ μ ｍ 以 下
で あ る よ う な 従 来 に は な い 非 常 に 微 細 な 開 口 を 用 い る 液 体 噴 射 記 録 ヘ ッ ド

に 使 用 し て も 開 口 の 目 詰 ま り が な く な り 信 頼 性 が 向 上 す る と と も に 、 高 精 度 印 写 が 実 現 し
、 か つ 、 高 耐 水 性 ， 高 耐 光 性 を 実 現 す る 高 画 質 印 写 が 得 ら れ た 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 の 結 果 よ り 、 顔 料 粒 径 Ｄ ｐ と 吐 出 口 径 Ｄ ｏ と は 、 ０ .０ ０ １ ≦ Ｄ ｐ ／ Ｄ ｏ ≦ ０ .０ １
の 関 係 を 満 足 す る よ う に す れ ば 目 詰 ま り の な い 安 定 し た イ ン ク 噴 射 が 得 ら れ る こ と が わ か
る 。

、 実 験 で は 、 吐 出 口 が 丸 い も
の で 行 っ て い る が 、 他 の 形 状 （ 多 角 形 ） の 場 合 は 、 そ の 面 積 比 で 換 算 し た 範 囲 内 に す れ ば
よ い 。
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も し く は 開 口 面 積 が ５ ０ ０ μ ｍ 2 未
満

顔 料
そ の 顔 料 微 粒 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 下 限 を ０ .０ ３ μ ｍ と し 、 前 記 開

口 の 径 Ｄ ｏ に 対 す る 前 記 顔 料 微 粒 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 比 を Ｄ ｐ ／ Ｄ ｏ ≦ ０ .０ １ と な る よ う
に し て 顔 料 微 微 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 上 限 を 決 め た

も し く は 開 口 面 積 が ５ ０ ０ μ ｍ 2 未 満

該 記 録 液 体 は 顔 料 微 粒 子 を 分 散 さ せ た 記 録
液 体 で あ る と と も に 、 そ の 顔 料 微 粒 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 下 限 を ０ .０ ３ μ ｍ と し 、 前 記 開 口
の 径 Ｄ ｏ に 対 す る 前 記 顔 料 微 粒 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 比 を Ｄ ｐ ／ Ｄ ｏ ≦ ０ .０ １ と な る よ う に
し て 顔 料 微 微 子 の 大 き さ Ｄ ｐ の 上 限 を 決 め も し く は 開 口 面 積 が ５
０ ０ μ ｍ 2 未 満

（ な お 、 下 限 の ０ .０ ０ １ ≦ Ｄ ｐ ／ Ｄ ｏ は 目 詰 ま り の 技 術 課 題 と 関 係 な く 、 イ ン ク が
や や 不 安 定 と い う 課 題 解 決 に 起 因 す る も の で あ る 。 ） 。 ま た
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